
転落事故に関するアンケート調査結果

　平成２３年１月１６日に東京の山手線目白駅で起きた視覚障害者の転落死亡事故を受け、
視覚障害者が駅ホームを利用する際、どのようなバリアフリー設備が求められているかを
本連合加盟団体の会員や、情報誌購読者等に、アンケート調査を実施しました。

○アンケート調査結果
調査期間：平成２３年２月１４日から２月２８日
調査対象：日本盲人会連合加盟６０団体及び、情報誌購読者
有効回答・集計数：２５２

○回答
１．性別

男性 １５２名
女性 ９８名

無回答 ２名
合計 ２５２名

２．年齢
Ａ：１０～２０代 ０名

Ｂ：３０代 ３０名
Ｃ：４０代 ４０名
Ｄ：５０代 ６４名
Ｅ：６０代 ７４名

Ｆ：７０以上 ３２名
無回答 １２名
合計 ２５２名

３．視力
Ａ：光覚なし １０２名
Ｂ：光覚あり ４６名

Ｃ：手動・指数 ２４名
Ｄ：０．０１  ～  ０．０２ ３６名

Ｅ：０．０２以上 ２６名
無回答 １８名
合計 ２５２名

４．外出頻度
Ａ：毎日出かけている ９０名

Ｂ：週に２～３回 ６８名
Ｃ：週に１回 ４６名
Ｄ：月に数回 ２６名

合計 ２３０名（２２名無回



問１：ホームから転落したことがありますか？
Ａ：ある ９２名
Ｂ：ない １４２名
無回答 １８名
合計 ２５２名

※約４割の視覚障害者がホームから転落した経験があると回答。

問２：どのような理由で転落しましたか？（複数回答可）
Ａ：急いでいた・あわてていた時 ３６名

Ｂ：方向がわからなかった ５４名
Ｃ：考え事をしていた ２８名

Ｄ：点字ブロックがわからなかった ３６名
Ｅ：白杖を持っていなかった ８名

Ｆ：その他（自由記載） ３８名
※自由記載の主な理由
・人をよける為に、歩いていたら、ホームの端で、落ちてしまった。
・人とぶつかって方向が分からなくなってしまった。
・騒音で音が聞き取れず、案内がわからなかった。

問３－１：ホームから転落しそうになったことがありますか？
Ａ：ある １５１名
Ｂ：ない ７９名
無回答 ２２名
合計 ２５２名

※約６割の人が転落しそうになったことがあると回答。

問３－２　どのような理由で転落しそうになったのですか？（複数回答可）
Ａ：急いでいた・あわてていた時 ５４名

Ｂ：方向がわからなかった ８０名
Ｃ：考え事をしていた ３２名

Ｄ：点字ブロックがわからなかった ５６名
Ｅ：白杖を持っていなかった １８名

Ｆ：その他（自由記載） ５０名
※自由記載の主な理由
・点字ブロックがなかった。
・反対側に来た電車を勘違いしてしまった。

問３－３　なぜ転落せずにすみましたか？
Ａ：体や腕を掴まれたりして止められた ４０名

Ｂ：周りから声をかけられた ８０名
Ｃ：杖などを使って自分で判った １１０名

Ｄ：その他（自由記載） ２２名

問４－１　どのようにしたら転落を防げると考えますか？（複数回答可）
Ａ：ホーム柵の設置 ２２８名

Ｂ：ブロックのきちんとした敷設 １５４名
Ｃ：駅員の配置 １６８名

Ｄ：周囲の人の声かけ １６０名
Ｅ：その他（自由記載） ４８名

問４－２　上記の中で一番先に行って欲しいのはどれですか？（一つ選択）
Ａ：ホーム柵の設置 １５８名

Ｂ：ブロックのきちんとした敷設 ４４名
Ｃ：駅員の配置 ３２名

Ｄ：周囲の人の声かけ １８名
Ｅ：その他（自由記載） ０名

※約６割の視覚障害者がホーム柵の設置を要望している。


